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●募集期間：２月１日（火）～２月25日（金） 

財政課理財係　鈎0824-73-1202

名　　称 枠数 規　　格 広　告　料 配布数量等 備　　　考

縦50×横150
（ピクセル）

※形式：GIF、JPEG
　またはテキスト

（アニメーション可）

※容量：５キロバ
　イト以下

70,000円以上 
上記金額を最低価格として、
申込額の最も高い額を提示
した事業者へ決定

１枠120,000円以上
（広告の色は黒１色）
上記金額を最低価格として申
込額の高い順に２枠を決定

35,000円以上 
上記金額を最低価格として、
申込額の高い順に２枠を決定

共通封筒
（市の全ての部署が
市民のほか、国・県・
その他行政機関な
どへ送付する文書
などに使用する封
筒裏面への広告）

ホームページバナー
（市ホームページのト
ップページへのバナー
広告）

広報紙
（平成23年４月号～平
成24年３月号へ掲載す
る広告）

納税通知用封筒
（平成23年度に使用す
る納税通知書などの通
知用封筒裏面への広告）

長
形
３
号

角
形
２
号

５枠

１枠

２枠

２枠

※
各
月
で

　枠
数
変
動
有

縦60×横100
（mm）

70,000枚

35,000枚

毎月
約16,000世帯

150,000枚

5,000円／月

①縦45×横173
　（mm）

②縦45×横85
　（mm）

縦65×横85
（mm）

25,000円

カラー

15,000円 30,000円

トップページ
アクセス数
約61,000件／月

■広告期間は平成23年度中（ただし、封筒
の在庫限り）

■応募多数の場合は、市内事業者を優先
し申し込み額の高い順

■カラー広告は裏表紙のみ（①の規格で２
枠分まで）

■掲載期間は月単位とし、連続３カ月以上
１割、７カ月以上で２割の広告料を割引

■募集期間終了後も随時受付（掲載は申請
の翌々月）

■応募多数の場合は、市内事業者を優先し
先着順

■掲載期間は、平成23年度中（ただし、封
筒の在庫限り）

■広告の印刷は単色（濃淡のある原稿は
不可）

■応募多数の場合は、市内事業者を優先
し申し込み額の高い順

■掲載期間は平成23年度中（掲載は月単位・
最長12カ月まで）

■応募多数の場合は、市内事業者を優先
し先着順

１色

50,000円

※その他、市営バスや公用車、ごみ収集車など随時広告を募集していますので、財政課理財係へお問い合わせください。
　広告の詳細については、市ホームページへも掲載しています。

平成23年度 広告主を募集します
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医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
対
象
者
募
集

　市
内
の
医
療
従
事
者
不
足
を
解
消
し
、市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
と
生
活
の
安
心
を
支

え
る
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く
た
め
、昨
年

度「
庄
原
市
医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
制
度
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　将
来
、市
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
医
師
や

看
護
師
、助
産
師
、准
看
護
師
と
し
て
勤
務

す
る
意
思
の
あ
る
学
生
が
対
象
で
、所
得
制

限
は
な
く
、在
学
中
の
方
も
対
象
で
す
。

　貸
付
額
は
、医
学
生
と
研
修
医
が
月
20
万

円
以
内
、そ
の
他
は
月
10
万
円
以
内
。ま
た
、

入
学
支
度
金
と
し
て
、医
学
生
に
1
0
0
万

円
、看
護
師
や
助
産
師
、准
看
護
師
に
50
万

円
を
貸
し
付
け
ま
す
。貸
付
期
間
は
、医
学

生
6
年
、看
護
師
5
年
、助
産
師
4
年
、研
修

医
と
准
看
護
師
2
年
で
す
。

　貸
し
付
け
た
奨
学
金
は
、将
来
、市
内
の

医
療
機
関
な
ど
に
一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
、

全
額
か
一
部
を
免
除
し
ま
す
。ま
た
、返
還

の
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。市
外
の
医
療
機

関
な
ど
に
勤
務
し
た
場
合
は
、臨
床
研
修
終

了
後
、ま
た
は
必
要
資
格
取
得
後
、10
年
以

内
に
奨
学
金
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　申
請
期
間
は
2
月
16
日
～
4
月
15
日
で
、

全
国
か
ら
募
集
し
、審
査
会
を
経
て
4
月
下

旬
に
決
定
し
ま
す
。

　詳
し
い
募
集
案
内
は
、2
月
初
旬
に
行
政

文
書
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※『
医
療
機
関
な
ど
』と
は
、市
内
の
病
院
、

診
療
所
、学
校
、保
育
所
、幼
稚
園
、介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。

①
将
来
、医
療
従
事
者
と
し
て
市
内
の
医
療

機
関
な
ど
に
勤
務
す
る
意
思
が
あ
る
方
。

②
庄
原
市
が
設
け
る
他
の
奨
学
金
制
度
を

現
に
受
け
て
い
な
い
方
。

奨
学
金
の
貸
付
期
間
の
1
・
5
倍
に
相
当
す

る
期
間
、市
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
勤
務
し

た
と
き
。

[  医 学 生  ] 1. 貸付期間６年間例

240万円／年×６年＋入学支度金100万円
＝1540万円
⇒ 市内での勤務期間９年間
⇒  全額免除

[  看 護 師  ] 2. 貸付期間４年間例

120万円／年×4年＋入学支度金50万円
＝530万円
⇒ 市内での勤務期間６年間
⇒  全額免除
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みんなでまちづくり
シリーズ
Let's make a town together

Series

04NO.

　条
例
の
策
定
に
向
け
、こ
れ
ま
で
11

回
の
策
定
委
員
会
と
、条
文
に
つ
い
て

検
討
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会

議
を
６
回
、市
民
意
見
を
集
め
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を
７
回
開
催
し
、

検
討
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
議
論
の
一

部
を
キ
ョ
ロ
や
ま
く
ん
と
一
緒
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル

　今、定められている市の条例
などは、さまざまな事業を行う
上で必要なルールです。
　まちづくりの主役はわたした
ち市民で、まちづくりに力を発
揮するためにはそのためのルー
ルが必要です。まちづくり基本
条例はそのルールブックといえ
ます。
　まちづくりは、さまざまな分
野で行われているので、すべて
の条例や規則などはこのルール
ブックに準じるべきと考えます。

まとめ 「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」は
、

今
あ
る
市
の
条
例
や
規
則
な

ど
と
、ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
？

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
の

基
準
に
な
る
ん
だ
！

ＱA

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
で

き
れ
ば
、何
が
変
わ
る
の
？

住
民
自
治
の
意
識
が
高
ま
る

ん
だ
！

ＱA

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
う
た
め
に
は
、ど
ん
な
条

例
に
す
れ
ば
い
い
の
？

わ
た
し
た
ち
市
民
の
権
利
と

責
任
、議
会
や
行
政
と
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
た
い
よ
ね
。

ＱA

　これまでのまちづくりの手段
や方法などが、激変するわけで
はありませんが、市民の権利や
責務を明確にすることで、住民
自治の意識が高まり、市政に市
民が参画するための仕組みが整
えられ、さらに開かれた市政運
営が進められると期待しています。
　市民、議会、行政の間で、条例
という形でまちづくりの基本理
念が保障され、共有することに
大きな意味があります。

まとめ

　まちづくりとは本来、「市民が
幸せに安心して暮らせるまちを
つくるための活動を、自分たちの
権利と責任で行うこと」だと考え
ます。
　自分たちだけでは解決できな
い公共的な課題は、公正で中立的
な立場で解決することを市長や
議会に託していますが、まちづく
りの主役は行政ではありません。
　行政や議会は市民のために存
在し、市民はまちづくりに参加す
る権利と主役としての責任があ
ることを市民全員が改めて確認
するための条例をつくりましょう。

まとめ


